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素
、
酸
素
、
ア
ル
ゴ
ン
に
次
い
で
四
番
目
に
多
い

成
分
で
、
温
室
効
果
ガ
ス
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
二
酸
化
炭
素
の
濃
度
は
年
々
少
し
ず

つ
上
が

っ
て
い
ま
す
が
、
直
線
的
で
は
な
く
波
形
に
な

っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
夏
は
植
物
が
繁
茂
し
て
吸
収

す
る
た
め
下
が
り
、
冬
に
高
く
な
る
か
ら
で
す
。

マ
ウ
ナ

ロ
ア
は

ハ
ワ
イ
島
に
あ
る
標
高

四

一
六

九
肝
の
な
だ
ら
か
な
火
山
で
す
。
こ
こ
で
二
酸
化

炭
素
を
測
定
し
て
地
球
大
気
の
温
暖
化
の
指
標
に

し
よ
う
と
考
え
た
の
は
当
時
大
学
院
生
だ

っ
た
故

Ｃ

・
Ｄ

。
キ
ー
リ
ン
グ
さ
ん
の
卓
見
で
す
が
、
そ

れ
を
実
現
さ
せ
た
、
周
囲
の
柔
軟
性
も
素
晴
ら
し

い
と
思
い
ま
す
。
当
初
は
昼
夜
の
濃
度
変
動
や
、

季
節
変
化
も
分
か
ら
ず
苦
労
し
た
と
、
三
十
年
前

二
酸
化
炭
素

の
訪
問
時
に
所
員
か
ら
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

山
頂
近
く
の
小
さ
な
測
候
所
と
し
て
出
発
し
ま

し
た
が
、

一
九
五
六
年
に
三
二
九
七
済
の
現
在
の

場
所
に
移
設
さ
れ
五
八
年
か
ら
観
測
が
始
ま
り
ま

し
た
。
世
界
で
最
初
に
高
精
度
な
二
酸
化
炭
素
測

定
を
開
始
し
た
国
際
的
な
基
準
観
測
所
と
な

っ
て

い
ま
す
。

二
〇
〇
九
年
に
大
量
の
蓄
電
池
を
担
ぎ
上
げ
、

富
士
山
頂
で
二
酸
化
炭
素
の
測
定
を
し
て
い
る
の

は
国
立
環
境
研

・
向
井
人
史
地
球
環
境
研
究
セ
ン

タ
ト
長
の
グ
ル
ー
プ
で
す
。
電
源
が
限
ら
れ
た
条

件
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な
変
動
が
分
か
る
精
度
の
観
測

に
成
功
し
、
ア
ジ
ア
大
陸
独
特
の
特
徴
も
み
ら
れ

ま
す
。
マ
ウ
ナ

ロ
ア
よ
り
半
世
紀
遅
れ
ま
し
た

＝

＝

が
、
富
士
山
で
も
今
後
よ
い
デ

ー
タ
が
得
ら
れ
続
け
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

（
土
器
屋
　
由
紀
子
＝
富
士
山

測
候
所
を
活
用
す
る
会
理
事
）


